
平 成 ２ ０ 年 度

財団法人秩父地域地場産業振興センター事
業 報 告 書 及 び 決 算 書

《第２６期》

  自　平成２０年４月１日

 至　平成２１年３月３１日

法 人 名  　財団法人 秩父地域地場産業振興センター

代表者職氏名　　　理事長　　栗　原　　　稔

所 在 地　 　 　 　  埼玉県秩父市宮側町１番７号



平成２０年度事業報告

＜事業の概要＞

　当センターは、秩父地域における地場産業振興の拠点施設として、昭和６０年４月にオープン

し、国・県及び秩父市並びに関係諸団体と緊密な連携を取りながら、地域産業振興のための各種

事業を実施してきた。

　平成２０年度においては、広域秩父産業連携フォーラム(FIND  C h i c h i b u )の活動を中心とした

「産学官連携事業」・「産学官コーディネート事業」の他、新たに経済産業省の地域力連携拠点事

業を(財)埼玉県中小企業振興公社より再委託事業として実施するとともに、「秩父地域活性化推

進事業」、「需要開拓事業」、「情報対策事業」等を地域産業振興事業として積極的に実施した。

また、独立採算制を目指し、営業活動を充実させ「地場産品展示販売事業」、「施設利用促進事業」

についても積極的に実施した。

尚、各事業実施内容については、次のとおりである。

１．産学官連携事業(1／2市補助事業)及び再委託事業(経済産業省地域力連携拠点事業)
(1) 近隣大学・公設試験機関及び支援機関と地元企業等の交流

① 「地域経済自立化機能体・広域連携強化研修会」参加

日　時　平成２０年６月６日（金）

場　所　首都圏イノベーションセンター(略称:MICAN)
内　容　○事例研究

　　　　　・おやま産学官ネットワーク(小山市)
　　　　　・コラボしずおか有限責任事業組合(静岡市)
　　　　　・NPO 法人　諏訪圏ものづくり推進機構(諏訪市)
　　　　○講演研修

　　　　　テーマ「これからの地域経済自立化機能体の役割」

　　　　　　　　　～一ものづくり企業人からの期待～

　　　　　講　師　㈱エリオニクス代表取締役社長　本目精吾氏

②「FIND Chichibu総会」開催

日　時　平成２０年６月２４日（火）　１５時～

　　　場　所　(財)秩父地域地場産業振興センター　経営研修室　他

　　　内　容　○広域秩父産業連携フォーラム　FIND Chichibu　総会

○講演会の開催

　　　　　　　　テーマ「ホンダの企業戦略と地域ビジネス」

講　師　元ホンダエンジニアリング㈱技術主幹　長竹重明氏

　　　　　　　○交流会

参加者　地域内企業、大学・研究支援機関、金融機関、行政機関、

地域内会議所・商工会　市議会議員　等

○意見交換会

　③「マネージメント・セミナー　in WASEDA　」全３回参加



　　　日　時　第１回　平成２０年６月２６日（木）１４時～１６時３０分

　　　　　　　第２回　平成２０年７月２４日（木）１４時～１６時３０分

　　　　　　　第３回　平成２０年８月２１日（木）１４時～１６時３０分

　　　場　所　早稲田リサーチパークコミュニケーションセンター３階　レクチャールーム

　　　内　容　○セミナー

　　　　　　　　テーマ　「眠れる”地域資源”を世界ブランドに！！」

　　　　　　　　講　師　　㈲フィールド・サイド　代表　田端克雄氏

　　　　　　　第１回　戦略的な新商品の企画開発とは

　　　　　　　　ゲスト講師　㈱岩崎食品工業　常務取締役　神田広人氏

　　　　　　　第２回　地域資源から地域ブランドへ

　　　　　　　　ゲスト講師　東洋パーツ㈱　会長　小菅一憲氏

　　　　　　　第３回　域外市場を狙った事業展開へ

　　　　　　　　ゲスト講師　㈲シライデザイン　代表　白井要一氏

　　　参加者　FIND Chichibu デザイン分科会員等

　④「秩父市商工業振興対策事業　特別講演会」参加

　　　日　時　平成２０年８月２０日（水）　１５時３０分～

　　　場　所　(財)秩父地域地場産業振興センター　経営研修室　他

内　容　○講演会の開催

　　　　　　　　テーマ「The Power of Dreams－Honda Way の紹介－」

講　師　本田技研工業㈱ 取締役相談役　吉野浩行氏

　　　　　　　　　 ○懇親会

参加者　地域内企業、金融機関、行政機関、広域秩父産業連携フォーラム会員等

⑤「ホンダ寄居進出　第３弾講演会」開催

      日　時　平成２０年１０月２１日（火）　１７時３０分～

　　　場　所　(財)秩父地域地場産業振興センター　経営研修室　他

内　容　○講演会の開催

　　　　　　　　テーマ「HONDA寄居進出の光と影」

講　師　寄居町商工会副会長　

寄居ホンダプロジェクト実行委員会　委員長

㈱シバサキ製作所　代表取締役社長　　柴崎　猛氏

　　　　　　　　　 ○懇親会

参加者　広域秩父産業連携フォーラム会員　等

⑥ 「FIND Chichibu 中間報告会」(成果発表会)開催
日　時　平成２０年１２月９日（火）１６時～

　　　場　所　財)秩父地域地場産業振興センター　３階３０１大会場室　他

　　　内　容　○FIND Chichibu 成果発表会

　　　　　　　　・コーディネート事業報告

　　　　　　　　　　儲かる経営塾修了証授与、アンケート報告

　　　　　　　　・部会活動報告

　　　　　　　　　「連携交流部会」「インターネット部会」



　・分科会活動報告

　　「観光分科会」「ちかいなか分科会」「高校生インターンシップ調査・研

究分科会」「水源地域活性化分科会」「デザイン分科会」「太白芋分科会」

「食文化地域活性化分科会」「未来エネルギー研究分科会」

　　　　　　　○交流会

参加者　地域内企業、地域内高校、支援機関、金融機関、行政機関、

地域内会議所・商工会　等

　⑦「緊急不況対策事業　特別講演会」開催

　　　日　時　平成２１年３月１０日（火）

　　　場　所　(財)秩父地域地場産業振興センター　経営研修室　

内　容　○講演会の開催

　　　　　　　　テーマ「生き残る企業の条件」

講　師　八起会会長　

　　　　㈱ノグチプランニング　代表取締役　　野口誠一氏

参加者　地域内企業、金融機関、行政機関、広域秩父産業連携フォーラム会員　等

(2) 秩父地域の総合ポータルサイトの充実と活用

ポータルサイト未掲載企業の掲載を促進した。今年度、新規に６１社登録し、全登録企

業数は１２７社。

　　　①初心者向け「 POS 講習会」開催

　　　　　日　時　平成２０年９月３日（水）　１９時～

　　　　　場　所　(財)秩父地域地場産業振興センター　経営研修室

　　　　　講　師　(財)流通システム開発センター　

　　　　　　　　　流通標準本部　流通コードサービス部　主任研究員　西山智章氏

　　　　　参加者　広域秩父産業連携フォーラム会員　等

　　　②「ポータルサイト　個別診断会」開催

　　　　　日　時　平成２０年１０月２日（水）１０時～１７時

　　　　　場　所　(財)秩父地域地場産業振興センター　経営研修室

　　　　　講　師　㈲アイ・リンク・コンサルタント　代表取締役　

　　　　　　　　　中小企業診断士　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤忠宏氏

　　　　　参加者　FIND Chichibu 会員より希望６社　

③「売れるホームページのための　掲載写真撮影講習会」開催

　　日　時　平成２０年１０月２日（水）１８時３０分から２０時３０分

　　場　所　(財)秩父地域地場産業振興センター　経営研修室

　　　　　講　師　㈲アイ・リンク・コンサルタント　代表取締役　

　　　　　　　　　中小企業診断士　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤忠宏氏

　　　　　参加者　広域秩父産業連携フォーラム会員　等　　

④ 「スタイルシート活用　ホームページ作成講習会」開催

　　　　　日　時　平成２１年３月４日（水）・５日（木）　１０時～１７時３０分

　　　　　場　所　(財)秩父地域地場産業振興センター　経営研修室他

　　　　　講　師　㈲アイ・リンク・コンサルタント



　　　　　　　　　　代表取締役　加藤　忠宏　氏

　　　　　参加者　広域秩父産業連携フォーラム会員　等２２名

（３）分科会活動の推進

　　テーマ毎に分科会活動を実施した。

①観光分科会

　　　　　立教大学観光学部、㈶埼玉りそな産業協力財団と連携し、全４回のオープン分科会

を開催した。

　　　　　ⅰ 20/ 9/ 4(木)  18:30～20:30  　テーマ「秩父の地域資源と観光開発の可能性」

　　　　　　 講師　立教大学　観光学部　安島博幸教授　　　　参加者　２６名

　　　　　ⅱ 20/10/17(木)  18:30～20:30　　テーマ「観光のインパクト」

　　　　　　 講師　立教大学　観光学部　小沢健市教授　　　　参加者　２２名

　　　　　ⅲ 21/ 1/16(金)  18:30～20:30　　テーマ「フィールドワーク・地域・観光」

　　　　　　 講師　立教大学　観光学部　葛野浩昭教授　　　　参加者　２３名

　　　　　ⅳ 21/ 3/12(木)  18:30～20:30　　テーマ「変わる観光を考える」

　　　　　　 講師　立教大学　観光学部　稲垣　勉教授　　　　参加者　　９名

　　　②ちかいなか分科会

　　　　　二地域居住・交流移住希望者への紹介データの収集を進めるうえで、秩父・小鹿野・

横瀬・皆野長瀞と 4 つの支部を組織化するとともに、各地域の理解を深めるため「出

前会議」を開催し、地元の理解と協力を依頼した。一方で、埼玉りそな銀行さいたま

支店にてセミナーを開催したり、都内や県南で開催されるイベント(ふるさと回帰フェ

ア、JOIN  LIFE  FESTA  08‘、団塊世代フェスティバル)等へ積極的に参加すると

ともに、「田舎生活体験者ツアー」を実施し、都市住民に対する「ちかいなか秩父」の

PR に努めた。さらに、明治大学政治経済学部森下ゼミと連携し、秩父地域への二地域

居住・交流居住・移住に関する魅力調査を実施するなど精力的に活動した。

　　　③高校生インターンシップ調査・研究分科会

　　　　　秩父ハローワーク、埼玉県地域振興センター、秩父市工業振興課、秩父地域雇用対

策協議会(雇対協)、地域内県立高校、地域内企業と連携し、高校生のインターンシップ

実施について模索した。昨年度作成した「2008 年度版　高校生インターンシップ受入

企業ガイド」を 4 月に高校に配布し活用を促したところ、秩父農工科学高校専攻科に

加えて、皆野高校が新たにインターンシップを実施した。実施後に全体会議を持ち、

受入企業側と高校側との意見交換会を開催し、改良版となる「2009 年度版　高校生イ

ンターンシップ受入企業ガイド」を作成した。21 年 3 月に再度全体会議を開催し、ガ

イドを配布するとともに次年度に向け活用を促した。当初の予定では今後は雇対協に

移管する予定であったが、システムの確立をめざし更に研究することとした。

　　　④水源地域活性化分科会

　　　水源地域活性化の事例研究をテーマに人的ネットワークの形成をめざし秩父市、国

土交通省関東地方整備局二瀬ダム管理事務所、独立行政法人水資源機構荒川ダム総合

事業所、埼玉県県土整備部等と連携し研究会や先進地視察等を実施した。具体的には

水源地域ビジョン推進協議会の取り組みなど地域内における活動事例の勉強会や滝沢

ダム工事用の原石山トンネルの活用研究として先進地となる長野県坂城町五里ヶ峰横



坑トンネルの視察を実施した。

　　　⑤デザイン分科会

　　　　　デザインという付加価値をつけることにより企業及び製品等の価値を更に高める研

究をテーマに、工業デザイン・商品パッケージデザイン・グランドデザインと各々有

識者を招へいし、勉強会を開催した。うち二回はオープン分科会とした。

ⅰ 20/11/22(土)　18:00～  テーマ「無印良品とは」　　　(工業デザイン)
　講師　㈱良品計画　企画デザイン・素地開発室　室長　安井　敏氏

ⅱ 21/ 2/17(火)　 18:30～20:30 《オープン分科会》　　　(商品パッケージデザイン)
テーマ「ブランド力強化のためのパッケージデザイン・ネーミング研究講座」

　講師　明治大学　政治経済学部　　木谷光宏教授　　　参加者　　　２０名

ⅲ 21/ 3/18(水)　 18:30～20:30 《オープン分科会》　　　(グランドデザイン)
　講師　東京理科大学　専門職大学院知的財産戦略　生越由美教授　参加者２６名

      ⑥太白芋分科会（再委託事業）

　　　　　(財)埼玉県中小企業振興公社より、経済産業省地域力連携拠点事業の再委託事業とし

て、農商工連携により絶滅の危機に瀕していた地域資源である「ちちぶ太白サツマイ

モ」をお菓子に活用し、新たな地域ブランドの創出と販路拡大をめざした。

秩父市内の中学生を対象にイメージキャラクターを公募し、新商品とともにお披露

目会を地場産センターの２階展示コーナーにて開催し「秩父太白芋」の周知を図った。

お披露目会　21/1/23(金) ・24(土)　10:00~17:00 　　来場者　70 社、約 120名
      ⑦食文化地域活性化分科会

　　　　　埼玉県地域振興センター、埼玉県農林振興センター、秩父市、秩父農工科学高校等

と連携しながら、地域の食材を探究し、秩父における地産地消をめざしたメニュー開

発等を模索した。また、商品を買う側の気持ちで開発し育てていく「いいものプロジ

ェクト」を実施している㈲良品工房　代表取締役　白田典子氏を講師に招聘し、秩父

宮記念市民会館 4階会議室にて、オープン分科会を開催した。

オープン分科会　　　21/2/2(月)　 18:30～20:30　　参加者　15名　

      ⑧未来エネルギー研究分科会

　　　　　低炭素社会実現をめざして、太陽光発電等未来エネルギーの活用研究として、太陽

光発電パネルメーカー等を講師に招いた勉強会の開催や、地域住民を対象とした無料

相談会・普及状況調査(アンケート)の実施、また、秩父市担当職員等とともに、先進

地視察(群馬県太田市)を実施した。

ⅰ未来エネルギー相談会　21/1/18(日)　 9:00~17:00　秩父公設市場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来場者 1500名　アンケート 300名
ⅱ太陽光発電勉強会　21/3/9(月)　 18:30~20:00　　参加者　12名
　　　　講師　新興マタイ㈱　環境エネルギー事業部　埼玉営業所　山崎正治氏

ⅲ先進地視察　21/3/17(火)　群馬県太田市「城西の杜」　　参加者　8名
（４）研究開発の促進・中核的支援機関との連携

　　　　「彩の国地域プラットフォーム」の支援機関として、中核的支援機関である(財)埼玉県中

小企業振興公社や(財)さいたま市産業創造財団、(財)本庄国際リサーチパーク研究推進機

構等各支援機関との連携を密にした。



　　　○「地域力連携拠点会議」出席

　　　　日　時　平成２０年９月１７日（水）

　　　　場　所　(財)埼玉県中小企業振興公社　

　　　○「食の安全フェア」出席

　　　　日　時　平成２１年３月１４日（土）

　　　　場　所　(財)本庄国際リサーチパーク研究推進機構

　（５）秩父地域ミニ・ビジネススクールの開催（再委託事業）

　　　  (財)埼玉県中小企業振興公社より経済産業省地域力連携拠点事業の再委託事業として、

明治大学政治経済学部の森下正教授にカリキュラム編成を依頼し、秩父地域の若手経営

者を対象に、経営の基本事項の習得、経営革新等の諸政策周知、事業継承の諸問題や先

輩経営者や専門家の講義等を全９回行った。

コーディネータ　　明治大学　政治経済学部　森下　正　教授

　　　　　　受講生　地域内企業　若手経営者・幹部候補生等　２２名　(のべ参加人数 １３９名) 
開 催 日

（ 18： 30 ～ 20：
30）

内　容 講　師 受講生

① 平成 20 年９月８日(月) 自己評価・自己分析の実践 ㈲ウィンビッグ　

代表取締役　大石　勝幸　氏

２２名

② 平成 20 年９月 22 日(月) 人的資源管理の基礎 日本エンプロイアビリティ支援機

構理事長　　　梶原　豊　氏

１８名

③ 平成 20 年 10 月１日(水) 売れるマーケティング

ブランド作りの基礎

明治大学　政治経済学部

教授　　　　木谷　光宏　氏

１９名

④

平成 20 年 10 月 29 日(水) 先進地視察～狭山若手経営者

研究会との合同研修

狭山市訪問企業３社経営者他

明治大学　政治経済学部

教授　　　　森下　正　氏

１４名

⑤ 平成 20 年 11 月 12 日(水) 若手事業継承者による講演 

「人材を人財に」

しのはらプレスサービス㈱

専務取締役　篠原　正幸　氏

１５名

⑥ 平成 20 年 12 月 17 日(水) 自社経営力分析の基礎 日本創造経営協会

理事　　　　永田　弘道　氏

１４名

⑦ 平成 21 年１月 19 日(月) ケーススタディ

人的資源管理の応用

㈲ウィンビッグ　

代表取締役　大石　勝幸　氏

１５名

⑧ 平成 21 年２月２日(月) ケーススタディ

マーケティング理論の応用

明治大学　政治経済学部

教授　　　　木谷　光宏　氏

８名

⑨ 平成 21 年２月 23 日(月) ケーススタディ

自社の経営理念・戦略の策定

日本創造経営協会

理事　　　　永田　弘道　氏

１４名

２．産学官コーディネート事業(秩父市委託事業)
　　昨年度に引き続き、県内において中小企業相談・指導実績を有する中小企業診断士を専門

コーディネータとして招聘し、毎週火曜日に地域コーディネータの加藤氏と秩父市求人開拓

員と共に企業訪問し、企業が抱える課題、問題克服の助言、指導を行った。尚、加藤氏が多忙の

ため、水曜日には新たに、元大手一流商社マンとして海外赴任経験がありグローバルな視野を

もつ周藤氏を地域コーディネータに迎え、FIND Chichibu 会員の新規開拓やポータルサイト



の掲出促進に努めていただいた。

　　企業訪問も回を重ねることでより親密な相談を受けるようになり、具体的なアドバイスを

実施する事ができた。

　　専門コーディネータの先生には、昨年度の訪問経験から、「儲かる経営塾」を３回実施いただ

くとともに、年末から急激に悪化した景気状況により、FIND Chichibu 強谷幹事長の要望を

受けて、緊急不況相談とセミナーを開催した。

　　・専門コーディネータ　　中小企業診断士　江田元之　氏・高浪正一　氏・高澤　彰　氏

　　・地域コーディネータ　　加藤薫一　氏・ 周藤一之　氏

　　・活動実績　　　　　　　訪問企業数　９３社　　　　　　　　相談来所数　１２社

　　　　　　　　　　　　　　マッチング　　１社　　　　　　　　産学連携　　　１社

　　　　　　　　　　　　　　分科会設立　　２会

　　　○儲かる経営塾の開催

開 催 日

（ 17： 30 ～ 19：
30）

内　容 講　師 受講生

① 平成 20 年５月 27 日(火) 経営者の心構えと成功のポ

イント

中小企業診断士　江田元之氏

㈱秩父電子社長　強谷隆彦氏

　８名

② 平成 20 年７月 15 日(火) ムリ・ムダ・ムラを省く資

金計画の立て方

中小企業診断士・税理士

高浪正一氏

１１名

③ 平成 20 年９月２日(火) 今日から始める!
ヒット商品創出のポイント

中小企業診断士

　　　　　　　　高澤　彰氏

　９名

　　　○緊急不況相談　　平成２１年１月６日(火)～３月２４日(火)　午後５時～午後９時

　　　　　　　　　　　要電話予約にて開催　　５社＋１団体が利用

　　　○知っててお得！不況対策セミナー　　

日　時　平成２１年２月２５日（水）４時～６時

　　　　場　所　(財)秩父地域地場産業振興センター　経営研修室

　　　　講　師　中小企業診断士　江田元之氏

内　容  緊急雇用安定助成金制度や緊急保証制度などの公的支援制度の説明や、

ピンチをチャンスに生かすヒント等

        参加者　３５名

３．秩父地域活性化推進事業（秩父地域活性化研究部会・物産部会）

物産部会は、秩父地方における観光及び物産に関する調査、研究、開発を通して地域産業の

活性化を目指して発足された。

平成１８年度より進めてきた｢秩父の色百選の活用研究｣と「秩父らしさ発見及び観光アピ

ール」の集大成となる冊子『「マニアックな秩父」体験記と秩父の色 100選～地域カラーの選出

～』を作成し、行政長をはじめとする関係機関へ配布した。

尚、物産館協力会とも連携し、合同視察研修会を実施した。

(1) 全体会議等

①総　会　　　　　　　平成 20 年  7 月 14 日(月)　　17 時～　　　402 会議室



②視察研修会　　　　　平成 20 年 10 月　9 日(木)　　

　　　　　　　　　　　　　目的地　　福島県　大内宿と地域ブランド「宇都宮の餃子」

　　　　　　　　　　　　　　地場産センター物産館協力会と合同実施

　　③役員会　　　　　　　平成 20 年  6 月 22 日(日)　　19 時～　　　302 会議室

(2) テーマ研究

  「マニアックな秩父」ガイドブックの作成について

　　平成 19 年１月の皆野町探検から、平成 20 年７月の横瀬探訪までの現地視察を、秩父市

街地・横瀬・荒川・大滝・皆野・長瀞・西秩父と 7 つのモデルコースとして体験記風に編

集した。また、各コースの表紙には、秩父の色 100選から地域カラーとして選出した色を

各行政マークに彩色し紹介した。

部会　計 8回　 18:30～21:00    402 会議室

7/24(木)・8/22(金)・9/11(木)・9/25(木)・10/23(木)・11/10(月)・12/15(月)
1/28(水)

　　『「マニアックな秩父」体験記と秩父の色 100選～地域カラーの選出～』　50冊作成

　　　行政・商工会議所・商工会等へ配布し、活用 PR を依頼した。

　

４．需要開拓事業

（１）物産展・市民まつり等イベント催事への参加

　　　　次の物産展・市民まつり等のイベント催事に積極的に参加出展し、秩父地域及

　　　び地域の物産を広く紹介・宣伝・販売を行った。　　　

　　　　　　　　　　物産展・市民まつり等イベント催事出展一覧表

期　　日 出展場所 催　事　名

4月 4日～5月 8日 羊山公園 芝桜まつり

7月４日～７月６日 桐生地場産センター 2008じばさん夏市

8月13日～17日 山梨県富士川地場産セ

ンター

全国特産品フェア in富士川

9月 6日～9月 7日 山梨県甲府・国中地域

地場産センター

地場産業まつり

9月 7日 秩父市立大田小・中学

校

第 56回秩父宮杯埼玉県自転車道

路競走大会

10月 4日 池袋西口公園 豊島区トモニー・バザー

10月12日 椋神社例大祭会場 龍勢祭り

10月25日～26日 十日町地域地場産業振

興センター

全国自慢の逸品フェスタ

10月26日 山陽小野田市役所 市民まつり

10月26日 三峰ビジターセンター 奥秩父大滝紅葉まつり

11月 8日～9日 東村山市役所周辺 第 47回東村山市民産業まつり

11月 8日～9日 山口・防府地域工芸地

場産業振興センター

じばさんフェア 08

11月 12日～16日 イトーヨーカ堂深谷店 地域フェア

12月 13日～14日 桐生地場産センター 2008じばさん冬の市

　2月20日～22日 山梨甲府・国中地域地場

産センター

地場産業まつり

　3月18日～23日 西武百貨店　池袋支店 春の秩父路フェア



3月22日 東京都豊島区公会堂 平成 20 年度秩父ファンの集い

3月28日 巣鴨商店街 巣鴨さくら祭り

　　　　　　＊延べ７４日間　　　　売上　９，６９０千円

（２）イベント等の開催

①地場産まつりの開催

ⅰ. 春の地場産まつり

・期　間　平成２０年５月３日(土)～６日(火)
・会　場　１階エレベーター前

・内　容　春をテーマにＧＷ期間中の集客増進を図った

イ.試飲、試食コーナー

ⅱ. 夏の地場産まつり

・期　間　平成２０年８月１３日(水)～１７日(日)
・会　場　地場産センター２階展示コーナー・１階エレベーター前

・内　容　体験教室のイベントを開催してお盆期間中の集客増進を図った

イ.夏休み一研究日替わり体験コーナー　(木工・藁草履・押し花)
・ 木材利用拡大検討会にて夏休み木工教室

・ 逸見米吉様の藁草履教室

・ クリエイト（引間様）押し花教室

ロ.大抽選会・輪なげ大会

ハ.試飲、試食コーナー

2 宅配サービス利用者感謝フェア

・期　間　平成２０年６月２５日（水）～平成２０年７月３１日（木）

・内　容　宅配サービス利用者を対象に期間限定、限定商品の割引販売のチラシ

６９９通をＤＭし、さらなる利用を促した。

3 ふるさと便フェア

お中元、お歳暮及びご年始の時期に宅配便の送料を割引する「ふるさと便フェア」

を実施し、地場産品の利用拡大を図った。

ⅰ.お中元期　平成２０年　６月２５日(水)～平成２０年　７月３１日(木)
ⅱ.お歳暮期　平成２０年１２月１３日(土)～平成２０年１２月２８日(日)
ⅲ.ご年始期　平成２１年　１月　１日(月)～平成２１年　１月１５日(木)

4 全国地場産業振興センター　地場産品交流

秩父の地場産品を他の地場産センターで展示・紹介・販売した。

・交流センター　　山梨県富士川地域地場産業振興センター

　　　　　　　三重北勢地域地場産業振興センター

　　　　　　　今治地域地場産業振興センター

5 その他特設コーナー

季節感を考慮しながら物産館１レジ及び４レジ前平台に特設コーナーを設置し、

販売促進に努めた。

４月　１日(火)　～　　５月１１日(金)　芝桜フェア

４月１５日(火)　～　　５月３１日(土)　バラ菓子



６月２５日(水)　～　　７月３１日(木)　お中元コーナー

１２月　８日(月)　～　１２月２６日(水)　お歳暮コーナー

１２月　８日(月)　～　１２月２６日(水)　クリスマスツリー

　１月　１日(木)　～　　１月１５日(木)　お年賀コーナー

　１月２０日(木)　～　　２月　３日(火)　節分コーナー

　１月１５日(木)　～　　２月１４日(土)　バレンタインコーナー

　３月　１日(日)　～　　３月１４日(土)　ホワイトデーコーナー

３月１５日(日)　～　　４月　３日(金)　ひな祭りコーナー

6 観光文化施設再発見週間の開催

秩父観光文化施設連絡協議会会員施設合同イベントとして、「第 13回秩父の文

化施設再発見週間」』を次のとおり実施した。

・期　間　１０月１７日(金)～２３日(木)
・開催日　１０月１７日(金)～１８日(土)の２日間

　　　先着１００名様に秩父の地場産品があたるスピードくじを実施

・参加者　２００名

（３）メディアを利用した地域ＰＲ

テレビ埼玉情報紹介番組「テレ玉・ちちぶへＧＯ！」に出演し、センター、地域情報、

地場産品等の紹介・宣伝を行った。

その他のテレビ、雑誌等への情報提供、資料提供は随時行った。

５．情報対策事業

ホームページの活用

昨年度リニューアルしたホームページにより、センター案内、物産館におけるショッピ

ング、施設使用申し込みがネット上より可能となった。

トピックスにて、各種イベント情報等の発信に努めた。

尚、施設申込に関する問い合わせが以前のホームページよりも増加した。

６．直営事業

（１）地場産品の展示即売事業

秩父地域の特産品(織物製品、民芸品、地酒、ワイン、銘菓、惣菜、食料品、野菜類等)
を主に１階物産館において広く展示紹介、販売を行った。

　　　４・５月は３月中旬からの札所御開帳もあり芝桜の開花時期にあわせてツアー団体客・

観光客が訪れた。(ＧＷの人出は昨年同様羊山公園が全国ランキングベスト１０入り)当館

への立ち寄り人数は４月において、前年比 109.1％であり、５月は前年比 110.5％だった。売

上についても前年比 109.8％だった。

ＧＷ以降についても季節感あるディスプレイをこころがけ、歳時にあわせたイベントを

実施した。

　夏季はガソリンの値段が高騰したが、都心から安近短な観光地であるためか物産館への

影響はさほど大きくなく、１１月までの売上は６月と１０月を除き前年を上回った。

秩父夜祭は、平日ということで例年の全面店舗改装を一部改装に変更して実施したが、



来館者数及び売上は昨年とほぼ同じ実績となり、今後も平日開催の場合は一部改装で対応

できると確信した。

　１２月から２月の売上は落ち込んだ。これは９月のリーマンショックにより世界・日本

の経済・雇用状況が急速に後退したことが大きく影響した。又、レストランが１２月末で

廃業となり、２月中旬まで昼食の団体客受け入れがなかったことも一因と考えられる。

　いずれにしても、下半期は 100 年に１度の大不況と言われ少なからずその影響を受けた

が、上半期の善戦により、年間を通しての売上は、前年比 105.3％であった。

その他、電話注文、ネット販売については、ＤＭによる販売や固定客による再々注文な

どがあり、ホームページのリニューアルにあわせて更なる顧客の開拓を図った。

物　産　館　売　上　表　　　　　　　(単位：千円)
月 １９年度 ２０年度 比較増減 増加率(％)

　４月 ３３，１５２ ３６，１７１ ３，０１９ １０９.１
　５月 ２９，４１０ 　３２，９３５ ３，５２５ １１１.９
　６月 １５，９７８ １９，１９２ ３，２１４ １２０.１
　７月 １７，１４２ １８，３７８ １，２３６ １０７.２
　８月 ２３，１６６ ２５，６５５ ２，４８９ １１０.７
　９月 ２０，０２８ ２２，７２９ ２，７０１ １１３.４
１０月 ２１，７４３ ２０，７１９ －１，０２４ 　　　９５.２
１１月 ２４，６３３ ２６，６５６ 　　２，０２３ １０８.２
１２月 ２４，５８５ ２３，８１１ 　　－７７４ ９６.８
　１月 １９，６８１ １７，９２２ －１，７５９ ９１.０
　２月 １４，０１１ １３，０５７ －９５４ ９３.１
　３月 １８，９５５ １９，１７２ ２１７ １０１.１
合計 ２６２，４８４ ２７６，３９７ １３，９１３ １０５.３

（２）観光エージェントの誘客

①旅行業者への営業活動

観光団体客誘客のため、首都圏をはじめ、東北・中部地方等の観光業者を訪問し、

秩父への誘客及び当センターの立寄り打ち合わせ等を行った。

　　　・訪問営業日数　　　　６０日

　　　・訪問件数　　　　　７９９件

2 乗員、乗務員休憩室の整備

２階レストラン前にて、前年同様休憩室を設置し、添乗員・乗務員等に休憩スペー

スを提供すると共に各種パンフレットを整備し誘客宣伝に努めた。

（３）地元小中学校の課外学習等受入

①チャレンジ中学生

・秩父市立第一中学校

期　間　平成２０年７月９日(水)～１１日(金)　９時～１６時(休息含め７時間)
　　　　参加者　中学１年生　　女子３名

・秩父市立第二中学校

期　間　平成２０年８月２７日(水)～２９日(金)　９時～１６時(休息含め７時間)
　　　　参加者　中学２年生　　女子３名



　　②小学校社会科見学

　　・尾田蒔小学校　３年生　　平成２０年６月　９日（月）

　　・第一小学校　　２年生　　平成２０年６月２０日（金）

　　・南小学校　　　３年生　　平成２１年２月１８日（水）

（４）施設利用促進事業

センター施設（多目的大ホール、大小会議室、相談室等）を地域内の企業、団体の会議、

研修会、展示会等に貸出した。

センター自主事業による会議・研修会は増えたため、利用回数は増加したが、定期的な

講習会や祝賀会等の利用が不況の影響からか減少し、減収となった。 (対前年比 93.56％)
      セ　ン　タ　ー　施　設　利　用　状　況　表

月

１９年度 ２０年度 比較増減

回数 使用料(千円) 回数 使用料(千円) 回数 使用料(千円)
　４月 124 653 131 711 7 58
　５月 99 427 88 397 -11 -30
　６月 128 908 133 902 5 -6
　７月 112 662 111 814 -1 152
　８月 83 467 83 461 0 -6
　９月 117 1,419 111 1,338 -6 -81
１０月 137 953 138 807 1 -146
１１月 110 605 133 628 23 23
１２月 78 499 93 542 15 43
　１月 89 826 93 617 4 -209
　２月 127 1033 107 803 -20 -230
　３月 110 774 119 612 9 -162
合　計 1,314 9,226 1,340 8,632 26 -594
※ 上記金額は一般貸出の使用料

※　回数には、無料貸出及びセンター自主事業(会議等)が含まれる。

（５）レストラン経営委託事業

　　　　レストラン業務については、秩父鉄道グループの（株）熊倉高原センターに業務

委託し実施したが、諸事情により１２月末をもって撤退することとなった。

１２月までの利用者人数は 110.6％(次表参照)、売上額は 117.3％とまずまずの成果

をあげていたようだが、人件費や光熱水費等の経費がかさみ、グループ全体としての

経営が成り立たないと判断された。結果、今期の年間利用者人数は 89.9％(次表参照)、
年間売上額は 94.1％であった。

レ　ス　ト　ラ　ン　ロ　ビ　ン　利　用　人　数　表

月 平成１９年度 平成２０年度 比較増減(％)
　４月 ５，００９　 ５，８９６　 　　　１１７．７　

　５月 ３，２０４ ３，８７３ 　　　１２０．９

　６月 ２，０９４ ３，０９７ 　　　１４７．９

　７月 ２，２７２ ２，５９２ 　１１４．１

　８月 １，８１１ １，６０１ 　　　　８８．４

　９月 ２，７６８ ２，１８４ 　　　　７８．９

１０月 ３，２３７ ３，１０７ 　　　　９６．０

１１月 ３，４０７ ４，２１３ 　　　１２３．７ 



１２月 ２，０２８ ２，００９ ９９．１

小　計 ２５，８３０ ２８，５７２ 　　　１１０．６

　１月 １，８１４ 　　　　０ 　　０

　２月 １，８３８ 　　　　０ 　　　０

　３月 ２，３０８ 　　　　０ 　　０

合　計 ３１，７９０ ２８，５７２ 　　　　８９．９

　尚1月の市報にて、次期レストラン経営者を公募したところ、「㈱和銅鉱泉旅館」と弁 

当仕出しの「こいずみ」２社から問い合わせがあった。協議の結果、それぞれの持ち味

　　　を活かし、料理研究家のプロデュースのもと地域の食材やメニューにこだわったレスト

　　　ランとしたい「㈱和銅鉱泉旅館」と、団体昼食を得意とする「こいずみ」とで業務を住

分けることとなり、レストランの新装オープンは２１年度へ持ち越し、団体昼食は２月

から地域らしさをメニューに取り入れて(冬季：おっ切り込みうどん、夏季：冷やし汁)
開始した。

　　

７．管理運営事業

（１）理事会・評議員会の開催

1 理事会の開催

　次のとおり理事会及び書面表決を行い、原案どおり承認可決された。

ⅰ.第１回　理事会

　　　・月　日　　　平成２０年　５月３０日(金)
　　  ・場　所　　　財団法人　秩父地域地場産業振興センター

　　　・協議事項　　議案第１号　平成１９年度事業報告及び決算報告について

　　　　　　　　　　議案第２号　評議員の選任について

　ⅱ. 第２回　理事会

　　　・月　日　　　平成２１年　３月２６日(木)
・場　所　　　財団法人　秩父地域地場産業振興センター

・協議事項　　議案第１号　平成２０年度補正予算(案)について

議案第２号　会計規程の変更について

議案第３号　施設使用規程の変更について

議案第４号　平成２１年度資金運用計画について

議案第５号　平成２１年度事業計画(案)及び予算(案)について

議案第６号　職員退職給与引当金積立てについて

　　　　　　　　　　議案第７号　評議員の選任について

②　評議員会の開催

理事会を開催するにあたり、議案等について意見を求めるため、評議員会を行い、原案

どおり理事会に付議することを承認された。また役員について任期満了により新たに選

任した。

ⅰ.第１回　評議員会

　　　・月　日　　　平成２０年　５月２６日(月)
　　  ・場　所　　　財団法人　秩父地域地場産業振興センター

　　　・協議事項　　議案第１号　平成１９年度事業報告及び決算報告について 



　ⅱ.第２回　評議員会

　　　・月　日　　　平成２１年　３月２３日(金)
  　　・場　所　　　財団法人　秩父地域地場産業振興センター

・協議事項　　議案第１号　平成２０年度補正予算(案)について

議案第２号　会計規程の変更について

議案第３号　施設使用規程の変更についてか

議案第４号　平成２１年度資金運用計画について

議案第５号　平成２１年度事業計画(案)及び予算(案)について

議案第６号　職員退職給与引当金積立てについて

　　　　　　　　　　議案第７号　役員の任期満了による改選について　

（２）その他の会議の開催

　上記の会議の他、必要に応じ管理運営に関する会議・打合せ会を開催するとともに、当セ

ンターが事務局をしている「秩父観光文化施設連絡協議会」・｢地場産センター物産館協力

会｣の会議をそれぞれ開催した。

（３）各種会議等への出席

1 全国地場産業振興センター協議会総会

・月　日　　平成２０年７月１０日(木)～１１日(金)
・場　所　　石川地域地場産業振興センター　(石川県・金沢市)
・参加者　　２名（木村専務・山田事務局次長）

2 全国地場産業振興センター協議会基本問題研究会（山田事務局次長出席）

ⅰ.第１回　基本問題研究会

・月　日　　平成２０年　５月　８日(木)
・場　所　　東京都　(財)中小企業総合研究機構

ⅱ.幹事会

・月　日　　平成２０年　４月２２日(火)
・場　所　　東京都　(財)中小企業総合研究機構

ⅲ.第２回　基本問題研究会

・月　日　　平成２０年１１月１８日(火)　 17：00～
・場　所　　東京都　ＭＩＮＡＴＯインキュベーションセンター)

　　　ⅳ.その他

・中小企業庁との懇談会(山田事務局次長)
　月　日　　平成２０年　８月　４日(月)

場　所　　東京都　経済産業省

3 関東経済産業局管内地場産業振興センター協議会

ⅰ.協議会総会

・月　日　　平成２０年　６月　５日(木)～　６日(金)
・場　所　　(財)山梨県富士川地域地場産業振興センター（山梨県・身延町）

・参加者　　２名（木村専務・山田事務局次長）

　　　ⅱ.協議会(事務担当者会議)
・月　日　　平成２０年１１月１３日(木)～１４日(金)



・場　所　　(財)秩父地域地場産業振興センター　５階　経営研修室

・参加者　　５名（木村専務・山田事務局次長・野原補佐・斎藤係長・亀井主任）

　　　　　＊人材育成研修会同時開催（野原補佐パネラー派遣）

ⅲ.その他

・中小企業庁及び関東経済産業局との懇談会(山田事務局次長)
　月　日　　平成２０年　９月３０日(火)　13：30～

場　所　　東京都　(財)中小企業総合研究機構　　　

・人材育成部会(山田事務局次長)
月　日　　第１回　平成２０年　５月　８日(木)
　　　　　第２回　平成２０年　９月３０日(火)
場　所　　東京都　(財)中小企業総合研究機構

（４）研修会への参加

1 活性化担当者研修

・月　日　　平成２０年　８月　７日(木)
・場　所　　都市センターホテル

・参加者　　１名(山田事務局次長)
2 地場産業振興センター役職員研修

・月　日　　平成２０年１１月１８(火)
・場　所　　東京都　ＭＩＮＡＴＯインキュベーションセンター

・内　容　　公益法人制度改革講演会　新制度移行のポイント

・参加者　　２名(山田事務局次長・加藤事務員)
3 全国中小企業活性化支援シンポジウム

・月　日　　平成２０年１２月１１日(木)
・場　所　　都市センターホテル

・参加者　　１名(山田事務局次長)
4 公益法人制度改革研修会

・月　日　　平成２０年１２月１５日(月)
・場　所　　埼玉県　日興コーディアル證券　大宮西口支店

・内　容　　公益法人制度改革について

　　　　　・参加者　　１名(山田事務局次長)
5 その他研修会

　　　　上記のほか公益法人実務、衛生管理者研修、派遣制度セミナー、雇用保険事務、

雇用対策政策説明会、マナー講習など、販売員も含めて積極的に職員を派遣参加させた。

6 会議出席

おもてなし協議会（ニューツーリズム）、地域ブランド、ジオパーク、商工政策委員会、

定住促進委員会等、地域内各種機関団体の会議に参加した。

（５）施設管理等

　　　老朽化に伴う補修等を実施した。主なものは次のとおり。

　　・ロビン厨房排水路工事

　　・屋上高架水槽塗装工事



　　・非常用自家発電装置点検整備、格納庫塗装

　　・駐輪場修理

　　・物産館ショーケース照明器具交換

　　・物産館オープン冷蔵ケースコンデンサー掃除、各所点検整備


